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1.　これまで，主婦の生活意識に因子分析を適用し，

既 に｢ 満足｣ 主 因子を抽出したが， 今回は，この主因子

の内容である結婚生活の幸福度から，特に核家 族形 態の

母親について比較 群を構 成し， 各種 の属性 による背景的

要 因と夫 婦関係の諸問 題に関する内容の検討 を行 う。

2.    (1)分析対象　昭 和43年 １月 実施 の調査対象 計838

名(既報) から以 下の３群 とナ る。

Ｈ一幸 福組，G 一普通組, u 一不幸組

(2)分析方 法　項目分析により比較群 の平 均値並 びに比

串 の検討 を行 な｡う。主 要項目は属性 の他に，結婚状況，

住居，所 有器具， くらし 向き満足度， 生きがい; 夫 婦の

打 ちあけ，意 見調整， あらそい等 であ る。

3.　背景的要因 では，高学歴 の母 に結婚生活 の幸福度

が 高く，住居や耐久消費財 に恵 ま れ た 家庭 の母も同様

で， くらし向き満足度 との密接 な関係 が知見 され た。し

かし，結婚経過年数 の増 大と幸福度 とは必 ずしも比 例し

てい ない。夫婦関係 の諸問 題 の う ち，特色 のあるもの

は，打 ちあけ の状況で，幸福組 に完全打 ちあけ の割合が

高く，あらそ うこ とも比較的少 なく，意 見相違について

は，不幸組 よりも意見 のくい違い がない現状であっ た。

次回は， 家族イデオロ ギー，生活感情，親子関係等 の

問題について報告する予 定である。


